
※画像はAI生成

経験者の方は次ページ以
降もどうぞ。
当院の特徴的な取り組み
について紹介します！



• PATを用いて、休日も含め全薬剤師で対応できる体制を構築
• 2点採血は2022年のガイドライン改訂と同時に導入し、必要症例に実施

ICT/AST

• 血培サーベイランスを出勤メンバーで実施し、日々介入・モニタリング
（抗菌薬選択、フォロー培養、追加検査の実施推奨等）

チーム業務

関連発表「バンコマイシンの2点採血における採血タイミングの検討」
（第73回日本化学療法学会西日本支部総会）

関連発表「薬剤師として真菌性感染性心内膜炎の保存的治療を経験した1症例」
（第72回日本化学療法学会西日本支部総会）

• 週に1回、環境ラウンド及びカンファレンスへ参加
（カンファレンスで介入症例の共有・相談）

TDM



• 妊婦以外の全薬剤師で対応できる体制を構築し、ローテーションで対応
• 閉鎖式器具使用

関連発表「当院における外来腫瘍化学療法診療料に関連する薬剤師の取り組み」
（第6回沖縄県病院薬剤師会学術研究発表会）

関連発表「ゾルベツキシマブ＋CAPOX療法の有害事象に対する薬学的介入症例」
（第14回日本臨床腫瘍薬学会学術大会2025）

ケモチーム

混注業務

チーム業務

• お昼に翌日外来ケモ患者の指導割り振り、麻薬使用患者の疼痛・副作用フォロー
• 化学療法室にてベッドサイドで服薬指導（効能効果・副作用・暴露予防対策）
• 皮膚障害への外用薬処方支援やB型肝炎スクリーニングに関するPBPMの運用
• 個人レジメンの監査
• 化学療法委員会の運営（新規院内レジメンの調査、採用等）



クリティカル領域
• ERや院内コードブルー症例での気管挿管時やオンデキサ等の拮抗薬充填補助業務の実施
• ICUでの毎日の多職種回診(1時間程度)に参加、処方提案等の介入を実施

関連発表「救急集中治療系病棟における薬剤師介入活動」
（病院薬剤師向け実践Webセミナー ）

FLS（骨折リエゾンサービス）

• 整形外科病棟担当で対象患者を抽出・BP製剤/Vt.D製剤の処方提案

関連発表「骨粗鬆症リエゾンサービスにおける薬剤師の取り組み」
（第34回日本医療薬学会年会）

循環器領域

• ACS指導（ACSパンフレットの使用、PCSK9の導入指導）
• アブレーション予定入院患者の代行処方支援
• 心保護薬F4導入率upを目指して未導入薬の抽出・開始提案

関連発表「Fantastic4導入率の変化から重点的に介入が必要な患者層を考える」
（第90回日本循環器学会学術集会 ）



• 薬疹疑いの患者に対する対応フローを確立・運用

薬疹対応フロー

関連発表「皮膚科医不在病院における薬疹診療に対する実態調査」
（第34回日本医療薬学会年会）

調剤システム関連

• 調剤の機械化（散剤ロボット、自動分包機）

• 物流管理システムの導入で在庫管理の効率化＆ピックミスの減少

関連発表「移転に伴う医薬品物流管理システム(McHIL)導入の効果」
（令和7年度（第27回）浦添市医師会学術奨励賞発表会）

薬剤部Instagramのリール動画をチェック！

病棟業務関連

• 退院患者へ90％以上介入実施（※休日の急な退院以外）
• 持参薬鑑別時にポリファーマシー患者を抽出し介入の契機としている
• 各病棟への薬剤師専用デスク＆電子カルテの設置あり
• 吸入指導においてタブレット使用による動画を用いた指導実施



今後強化していきたい領域★
（あなたの強みをぜひ、活かしてください！）

• ポリファーマシー
• 腹膜透析関連
• ER
• 周術期管理
• 抗菌薬アレルギー（デラベリング）
• irAE etc..

• 浦添市と共同し、CKDシールの配布（腎腎プロジェクト）
• 地域や院内での職場体験イベントへの参加

薬剤部Instagramをチェック！

地域での取り組み
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